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１. はじめに 



















２. 全球 EPS による予測状況 
 7月 5日から 8日にかけての西日本の大雨
に対する全球 EPS の予測は、6 月 29 日 12
時UTC初期値と 7月 1日 12時UTC初期値
の間で大きく変化していた。 
第 2図に 6月 29日 12時 UTC、7月 1日
12時 UTC初期値の予測、及び気象庁長期再
解析値（JRA-55; 古林ほか,2015; Kobayashi 






瞭となり、7 月 1 日 12 時 UTC 初期値では
JRA-55に近く西日本で大雨となる予測とな
った。 
 6 月 29 日 12 時 UTC 初期値と 7 月 1 日
モデル 大気モデル（AGCM） 
解像度 水平:  
432 時間まで：40km （TL479）    
432 時間以降：55km（TL319） 






SV 法+LETKF, LAF 法, 確率的物理過
程強制法 
メンバー数 1初期値あたり 13メンバ （ーただし、
264 時間予報までは 27 メンバー） 
実行頻度 毎日 00,12 時 UTC 初期値で 432 時間
予報を計算、火水曜 00,12UTC 初期値
は 816 時間予報まで延長計算 
平年値期間 1981～2010 年 
第 1図 2018年 7月 5～8日の NOAAの衛星観測に基づい
て算出された外向き長波放射（OLR）偏差 （単位はW/𝑚ଶ） 























あったが、7 月 1 日 12 時 UTC 初期値の予
測では西日本の大雨や台風第 8 号の発生を
ある程度予測していた。英国気象局（UKMO）
は、ECMWF、NCEP、JMA と同様に 6 月
第 2図 全球 EPS による 6月 29 日 12 時 UTC 初期値の予測（左）と 7月 1 日 12 時 UTC 初期値の予測（中央）、
及び気象庁長期再解析（JRA-55）（右）の 7月 5～8 日平均図 
上段は日降水量（等値線）とその平年差（陰影）、中段は 925hPa 水蒸気フラックス（矢印）とその大きさの平






予測出来ておらず、7 月 1 日 12 時 UTC 初
期値ではある程度予測していた。また、台風
















４. １ 実験方法 
緩和実験は Ferranti et al. (1990)や Jung 
et al. (2010)などと同様、以下の式で行う。
緩和係数λの決め方には任意性があるが、本
実験では Jung et al. (2010)と同様、
λ = 0.1(h𝑟ିଵ)で、全球速報解析値に向かって
東西風 U、南北風 V、気温 T、地上気圧 ln(ps)
第 3図 実験①（左）、実験②（中央）、実験③（右）の 7月 5～8 日平均図 
上段は日降水量（等値線）とその平年差（陰影）、中段は 925hPa 水蒸気フラックス（矢印）とその大きさの平

























































































 全球 EPSでは、6月 29日 12時 UTC初
期値の予測では西日本の大雨や台風第 8 号
の発生の予測が不十分だったが、7 月 1 日
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